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地球温暖化の影響か、季節のうつりかわりがきょくたんに
ち きゆうおんだん か えいきよう き せつ

なって、だんだんとうつりかわるのではなく、急に暑くなっ
きゆう あつ

たり、寒くなったりするようになってきましたね。ここ十日ほどで、急に秋が深まり、朝晩
さむ とお か きゆう あき ふか あさばん

とても寒い日が続いています。でも、これで「ふつう」ですね。１年の終わり、１２月、
さむ ひ つづ ねん お

「師走」になったのですから。
し わす

１１月１３日に、詩人の谷川俊太郎さんが老衰のためお亡くなりになりました。９２歳
ひ し じん たにかわしゆん た ろう ろうすい な さい

だったそうです。これまで、「生きる」（令和２年度）「ことばあそびうた」（令和３年度）
い れい わ ねん ど れい わ ねん ど

そして今年度４月の「春に」と、いくつもの詩を暗唱課題にしてきました。ことばを大切
こんねん ど はる し あんしよう か だい たいせつ

にして、優しいことばで大切なことをいろいろと教えてくれました。私は英語の先生で
やさ たいせつ おし わたし えい ご せんせい

したので、谷川さんが日本語に訳した「マザーグースの歌」なども紹介してきました。（「ハ
たにかわ に ほん ご やく うた しようかい

ンプティ・ダンプティ」は皆さんにも紹介しましたね。）谷川さんが子どもの頃は、日本
みな しようかい たにかわ こ ころ に ほん

は戦争のまっただ中でした。学校も、軍隊式の教育が行われ、体罰なども日常的に行わ
せんそう なか がつこう ぐんたいしき きよういく おこな たいばつ にちじようてき おこな

れていたそうです。谷川さんは、そんな学校や先生たちに嫌気がさして、学校をやめてし
たにかわ がつこう せんせい いや け がつこう

まいました。谷川さんの残したことばの中には、二度と戦争をしてはならないというメッ
たにかわ のこ なか に ど せんそう

セージもあります。ぜひ、谷川俊太郎さんの詩やことばを、読んでみてください。
たにかわしゆん た ろう し よ

さて、今年最後の課題は… 皆さんもよくご存じの、『ごんぎつね』からです。
こ としさい ご か だい みな ぞん

小学校の国語の教科書にとりあげられて、日本中の人が知っ
しようがつこう こく ご きよう か しよ に ほんじゆう ひと し

ている物語です。このお話を書いた新美南吉さんは、たくさん
ものがたり はなし か にい み なんきち

の心あたたまる物語を残してくれましたが、病気のため２９歳
こころ ものがたり のこ びよう き さい

の若さで亡くなられています。
わか な

「ごんぎつね」の舞台は、新美さん自身のふるさとである愛
ぶ たい にい み じ しん あい

知県知多郡半田町あたりだと言われています。いたずら狐のご
ち けん ち た ぐんはん だ ちよう い ぎつね

んは、村の若者・兵十が病気のお母さんのために捕まえたうな
むら わかもの ひようじゆう びよう き かあ つか

ぎを、逃がしてしまいます。少しすると、そのお母さんのお葬式
に すこ かあ そうしき

の様子を見て、ごんはあんないたずらするんじゃなかったなと後悔します。せめてものつ
よう す み こうかい

ぐないに、ごんは兵十に栗や松茸などのおくりものをします。兵十
ひようじゆう くり まつたけ ひようじゆう

が、不思議に思っていると、ある日自分の家に入るごんを見つけます。
ふ し ぎ おも ひ じ ぶん いえ み

兵十は、お母さんにあげるうなぎをにがしてしまった、いたずら狐
ひようじゆう かあ ぎつね

のごんを銃で撃ってしまいます。しかし、倒れたごんのかたわらに
じゆう う たお

かためてある栗を見つけたとき、兵十はすべてを悟ります。
くり み ひようじゆう さと

新美南吉さんはこのお話を１７歳の時に書いたと言われています。
にい み なんきち はなし さい とき か い

他にも、私も大好きなお話がたくさんあります。
ほか わたし だい す はなし

谷川俊太郎さん
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